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１． 緒

花粉の形態及び分類については幾瀬マサ１）， 上野実朗
６’７’８）等によって報告されている， さらに花

粉の微細構造については走査型電子顕微鏡による報告がある． また， 電子顕微鏡により花粉の粘結

糸の形は花粉の種類によって相違があることを報告している． また， 奥野春雄は珪藻殻の微細構造

を電子顕微鏡的に検べ， 分類の規準とした，

　

本実験においては， ュリ科花粉における微細構造を電子顕微鏡により， 花粉の特徴的な表面の微

旭川養護学校教諭

（２２）
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細構造を明らかにし， 更に花粉の発芽装置について調べ興味ある結果を得たのでここに報告する

本実験にあたり御指導をいただいた北海道大学名誉教授田川隆先生に謝意を表する．

１１． 実験材料及び方法

　

１） 実

　

験

　

材

　

料

　

ユリ科の花粉として ‐Ｅγ“ゐγｏ幼“雛 ブαめ鋼〆ｃ粥タ２

　

Ｄｅｃｎｅ

　

鼠の粥γｏｍＺＺＺＳ

　

／０７２ｇ〆力めα

卿にがｏＺＺＺ‘タフ２Ｔｈｕｎｂ，， および 互助〃“ｓｐｅｄｏｓｚ‘粥 Ｔｈｕｎｂ，の花粉を用いた，

　

２） 実

　

験

　

方

　

法

　

花粉の微細構造を調べるために 二段レプリカ法により試料を作製し， Ｓｈａｄｏｗｉｎｇ

　

は

５ｏＡ，Ｃａｒｂｏｎ２００～３０ｏＡ を真空蒸着し， 明石電子顕微鏡 ＴＲＳ－５０Ｆ 型にて撮影した．

１１１． 実験結果及び考察

　

１） 花粉の網状構造について

　

βγ彩れγｏ幼”７％ブαＰｏ”Ｚ鰯”２Ｄｅｃｎｅ，花粉の表面構造についてみると， この花粉の表面は， はっきり

した網状模様を呈し， 網目内部には種々な形がみられたが， 多くは多角形であった （写 真１ 図参

照）， まず， この網の構造についてみると， 網のいずれの部分にも細かい線状の切れこみ模様がみ

られ， この切れこみの深さは０．０６ｇで，各切れこみの間隔は０，１”， 網の太さは太いところで１．７偽

細いところで

　

０，８”， 高さは ０，５” であった （写真２，３図参照）． この線状の模様は網の外側より

ついで内側からの順に交互に切れこみがくりかえされているようであった． その結果， 網には凹凸

がみられ， この間隔はほぼ一定である如く思われた， また網と網とが連結する部分は， 網の太さが

増大し癌状にみられた （写真１，３図参照）， つぎに網目内部についてみると， 平滑であるが部分的

には顎粒状の隆起がみられた （写真２図参照）．

　

つぎに

　

旦ｅ朔好餌αＺＺＺＳＺＯ”郡力めα Ｍｉｑ．花粉の表面微細構造についてみると， この花粉は ４０一５４

ｘ９２一１００β

　

を示し， 表面は規則正しい網状構造がみられた （写真１０図参照）． 網の直径は， 太い

ところで １，９ｇ， 細いところで １．４” であった， この網はなめらかな隆起がみられ， 丸味をおび，

その高さは１．１” であった， つぎに網状模様をみると， 花粉の赤道面近くでは規則正しい大きな網

目であるが， 花粉の両極では網の部分が轡曲したり， 折り重なったりして複雑な網状構造がみられ

た． その結果， 綱目の内部の形も複雑で種々な形がみられた． すなわち， 花粉の生長および充実に

伴って細胞壁の伸長がおこり， 赤道面の網目構造は規則正しく形成されるが， 花粉の両極では細胞

壁の伸長は赤道面に比して低下し， その結果として不規則な網状構造がみられるものと 思われる

（写真１４図参照）， つぎに網目内部についてみると， 花粉の赤道面では規則正しい大きな網状構造

で， その内部はほぼ円形であった． また， 両極の網目内部は不規則な形をしているが， 多くは ・さ

な円形であった （写真１８図参照）． しかし， いずれの網目内部においても乳頭突起がみられ， 赤道

面の網目内部はきわめて多数の乳頭突起がみられたが， 極に近づくにしたがってその数には減少的

傾向がみられた． この乳頭突起は直径 ０，８ｇ， 高さは ０．６” であった （写真１１，１２図参照）．

　

つぎに ＬＺＺＺ““⑦腐れｃがｏＺ彰夕”Ｔｈｕｎｂ．花粉についてみると， この花粉は４８一５６ｘ９０一９７β の大き

さであって， 表面は ＨＢ粥ｅγの〆始 めれｇ励めα Ｍｉｑ．花粉と同じく網状構造であるが， 長方形の形を

した網がじゆず状に連結した網状構造のようであった （写真１９，２０図参照）， すなわち， 網の形は

高い部分と低い部分とが交互になり， 網と網とが連結する部分では， 比較的大きな形をし， その形

は四角形状であった （写真２０，２１，２２図参照）． つぎに網状模様の内部をみると不規則な形をした

め７２ｇ誌移るα

　

ル生ｉｑ．，上〆／”””

は 金属クロム

（２３）
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． ｏｃｔｏｂｅｒｌ９７３

凹凸がみられた （写真２１，２２図参照）． このことは同じ網状でも花粉の種類によって顕著な相違の

あることがわかった． また網の太さは太いところで ２．３” であった．

　

つぎに

　

ＬＺＺＺ“粥

　

Ｓ

　

ｐｅｄｏ跳粥 Ｔｈｕｎｂ． についてみると， この花粉は ４０一５３ｘ９０一９８β の大きさ

で中粒に属する種類である． この表面は網状構造で網の太さは太いところで

　

２．５ゑ， 細いところで

１．９β であった． すなわち， Ｅ“劫γ伽
彰粥ブリｏ欄α‘粥 Ｄｅｃｎｅ．，鼠ｅ“⑦解の〆始 め”ｇＺＺ“卿 Ｍｉｑ， およ

び ＬＺＺＺＺ”” 腐れｃが〆彰≠粥 Ｔｈｕｎｂ． 等に比して最も太い網を有する種類であった （写真２５図参照）．

網状構造では 互助‘粥 如”ｃザメカ多粥 Ｔｈｕｎｂ， と似た模様であった． すなわち， 互助〃” Ｚの％〆メカ〃”

Ｔｈｕｎｂ． では切れこみによる区切れの部分が極めて狭いが，互助‘粥

　

如”ｃグメカ〃” Ｔｈｕｎｂ． では切れ

こみによる区切れの間隔が増大し， しかも規則正しい形がみられた． すなわち， 網には１．８β の大

きさの四角形がみられ， それにつづいてすく隣に
０．８ゑ の幅の切れこみをつくり， これにより網に

は区切れがみられた （写真２６，２７図参照）． また網と隣の網とが連絡する部分においては， 特徴あ

る六角形の物体によって連結されていた （写真２５，２６図参照）． 網の表面は平滑であった． 網の内

部についてみると， 多少ながら凹凸がみられ， ＬＺＺＺ“’” ｓ

　

ｐｅｄｏｓｚ‘ブタ２

　

Ｔｈｕｎｂ． の花粉に近い形態であ

った． しかし， ＬＺ
Ｚ彰雛 腐れｃ〆ｏＺＺＺ”” Ｔｈｕｎｂ．に比して少ないようであった．

　

以上の結果よりュリ科の網状構造では， 網に線状の切れこみがみられ， Ｅ“劫γ似れ‘粥ブリｏ欄ｃ“７夕２

Ｄｅｃｎｅ．ではこの切れこみの幅は極めて狭いが，互助〃”超惚けｏＺＺｚ‘粥 Ｔｈｕｎｂ．， ついで ＬＺＺＺｚ””ｓｐｅｄ‐

ｏｓ“粥

　

Ｔｈｕｎｂ． の順に次第に区切れの幅の増大がみられた． このことは種と密接な関連がある如く

思われた，
旦ｅ粥ｅγの錫ＺＺＳＺ０７２ｇｉ力めαＭｉｑ．では区切れはみられず平滑であった． また網の太さでは，

おり物γｏ鰯““⑦ブαめ伽ば錫“⑦Ｄｅｃｎｅ．，旦ｅ粥８γｏｍＺＺＺＳＺＯ’⑦ｇＺＺ“卿 Ｍｉｑ，， 互助“” 如粥がｏＺＺＺ‘タフ２Ｔｈｕｎｂ．およ

び 動産“粥Ｓｐｅｄｏｓ閉” Ｔｈｕｎｂ． の順で次第に増加する傾向がみられた． しかもュリ科の花粉は， い

ずれも花粉の赤道面においては規則正しい網状構造がみられるが， 花粉の両極に近づくに従い網状

構造は不規則となった． また網状構造内部は

　

鼠８粥“ααＺＺＺＳ

　

ＺＯ“ｇｉ力めα Ｍｉｑ． では乳頭突起がみら

れ， 他のュリ科花粉に比べて著しく異なった
構造であった． すなわち， Ｅ“物飾れＺ““⑦

　

ブリｏれた”伽

Ｄｅｃｎｅ．， 互助‘“⑦

　

ｓ

　

ｐｅｄｏｓ閉” Ｔｈｕｎｂ． では網目内部は僅かに顎粒がみられ凹凸を示した． ＬＺＺ”〃”

卿”ｃぴｏ瓦閉”Ｔｈｕｎｂ，ではさらに顕著な凹凸がみられた． このように網状内部構造も種による特徴と

して認められた．

　

２） 発芽口について

　

花粉が柱頭上で発芽するときに発芽口は花粉管の出口となるもので， 孔になっていたり， 溝にな

っていたりする． そこでユリ科花粉の発芽口についてみる
と，いずれも発芽溝がみられた （写真４，

１４，２３，２８図参照）．

　

まず Ｅか劫の７２２“粥 知めの“”‘粥

　

Ｄｅｃｎｅ， の発芽口についてみると， 花粉の赤道面においては幅が

広く両極にわたる発芽溝がみられた． その幅は広いところで
２５ｇ， 長さ９２” であった． この発芽

溝の中央部には

　

Ｅ“物γｏ”“粥ブαめ伽ぼ錫“２Ｄｅｃｎｅ．の表面構造と同じ模様の付属物がみられた （写

真４，６，７，８参照）． この付属物からさらに発芽溝の
膜に網状構造が隆起しているのがみられた，

しかし発芽孔らしきものは見当たらなかった．

　

この結果より発芽溝の中央部に

　

β“物飾れＺ“’”ブリ伽化“粥 Ｄｅｃｎｅ． 花粉の表面模様をもった付属

物に花粉管が接することにより， 付属物がとりのぞかれ発芽孔となるものと考えられた，

　

つぎに 嵐ｅ粥ｅγの〆始 め”ｇ〆力めα Ｍｉｑ，の発芽口についてみると， 発芽口は両極にわたって窪み，

線状の切れこみとなった裂溝がみられた （写真１３，１４，１５，１
６，１８図参照）

．しかも， この窪んだ

部分では， はっきりした網目構造はみられない
が， 僅かに網状構造らしきものを認めた． この線状

にみられる部分の幅は

　

３．２β

　

程度であり， はっきりした表面構造が認められない部分の幅は
９．２”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２４）
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であった． また発芽溝に網目構造らしきものを認めうることから， この部分は花粉の外膜ではない

かと思われる． この花粉では線状の切れこみによる発芽溝の中に極に近いところに発芽孔１，２が

認められた， その幅は ２．１β， 長さは ３，５” であった，

　

これらのことから， 旦ｅ粥ｇγｏｍＺＺＺｓあれｇＺＺ物α

　

Ｍｉｑ， では花粉の両極にわたる線状の切れこみによ

る発芽溝の中に発芽孔をつくり発芽するものと考えられる， したがって， この部分は花粉内膜によ

って形成されているものと思われる．

　

つぎに 互助‘粥 如粥〆ｏＺＺ粥れＴｈｕｎｂ，花粉の発芽口についてみると，鼠８７”好ｏｍ／ＺＺＳ棚唯物透αＭｉｑ，
と同じように両極にわたる切れこみによる発芽溝がみられた （写真２３，２４図参照）． この切れこみ

の幅は３，５”， 長さ８５ゑ であった， しかも， この発芽溝には網状の凹凸がみられるが， 細胞壁のよ

うなはっきりした模様はみらォ なかった． また 鼠鋼⑦ｅγｏ餌妨ＳあれｇＺＺ＆‘卿 Ｍｉｑ．のように細い切れこ

みはなく， 幅の広い発芽溝であった． 網状構造はこの発芽溝に接する部分で消失するが， 発芽溝の

中でも僅かに網状らしき模様の隆起がみられた． この発芽溝は両極にわたっているが， 極に近いと
ころには１個の大きな発芽孔がみられた （写真２３図参照）， これは

　

月例”γｏｍＺＺＺＳ

　

われｇｇｚ物α Ｍｉｑ．
に比べてさらに大きな発芽孔であったことから考えれば， 花粉管の発芽と密接な関係があるものと

思われる，

　

つぎに 互助多粥 ｓｐｅｄｏｓｚ多粥 Ｔｈｕｎｂ．の花粉の発芽口についてみると， 表面微細構造は規則正しい
網状がみられた． この花粉は他のユリ科花粉と同様に， 両極にわたる発芽溝がみられた． 溝の幅は
３，２”， 長さは ８５ｇ

　

であった （写真２８，２９図参照）． しかもこの網目内部と同じくらいの高さのよ

うであった， この発芽溝にはほとんど模様がみられず， 僅かに点状の顎粒がみられた． 発芽溝に接
する部分では網状構造は消失し， 僅かに溝の両側に網状の隆起らしきものがみられた． その他の部
分では平坦であった． このことはこの部分は花粉内膜の造成によるものと考えら れ る． し か し，
旦の”８γｏｍＺＺＺＳＺ０７ば勤めαＭｉｑ．， 互助〃”Ｚの宅ｃがｏＺＺ“粥 Ｔｈｕｎｂ， などのように発芽溝の中に発芽孔はみ

られなかった，

　

以上の結果より． いずれの花粉も両極よりの切れこみの発生より発芽溝が形成された． 特に切れ
こみの幅の大きいのは Ｅ“劫知れ彰ブタ可α叱れたｚ‘’”Ｄｅｃｎｅ．であった．しかし Ｅγ〆廟ｏ”””％知り伽Ｚｃ““⑦

Ｄｅｃｎｅ，では発芽溝の中央部に表面構造と同じような隆起物がみられたことは，他の種類の花粉に比
して大きな相違と考えられた． また， 旦ぽ粥８ｍｍＺＺＺｓ／ｏ７２郡棚卿 Ｍｉｑ． の発芽口は， この切れこみの

部分が線状の発芽溝であったのに対し， 勤ＺＺ“’”如解け翻粥７”Ｔｈｕｎｂ． ”ＺＺＺ〃”ｓｐｅｃＺｏｓｚ多粥 Ｔｈｕｎｂ． の

発芽溝の幅は増大し大きな溝がみられた， また 鼠ｅ粥ｅ卿ｃ〆始 めれｇ励めαＭｉｑ，では極の部分で線状

の切れこみによる発芽裂溝に発芽孔がみられ，二段式発芽口を認めたが，ＬＺＺＺ““２超拙がｏＺＺＺ勿２Ｔｈｕｎｂ．
および 互助‘粥ｓｐｅｃｇｏｓｚ‘”ほＴｈｕｎｂ．ではいずれも幅の広い発芽溝であった，互助〃”ｓｐｅｃＺｏ跳”２Ｔｈｕｎｂ，
では発芽孔はみられなかった． 発芽溝による発芽装置がいずれの種類にもみられたが， 花粉の種類
によって顕著な相違がみられたことは興味あることであった．
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花粉の表面微細構造
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２，３

４，５．

６，９．

７，８．

１０．

１１，１２．

１３，１４，１５，１６

１７，

１８．

Ｅダリ唾形鋼郷朔メの汐倣お“例 Ｄｅｃｎｅ

　　

網状構造

網の線状切れこみ及び網目内部

発芽溝及び発芽溝内の付属物

発芽溝

　　

発芽溝内の模様及び付属物

鼠８粥８γのα”海‘ｏれ郡加卿 Ｍｉｑ．花粉の表面微細構造

　　

網状構造

網の構造及び網目内部の乳頭突起

発芽溝

発芽孔
１８．

　　　　　　

極付近の発芽溝及び網状模様

　　　　

互”“’” 友粥す元”“朔 Ｔｈｕｎｂ．花粉の表面微細構造

１９，２０，２１，２２． 網状構造及び網日内部

２３． 発芽溝

２４． 発芽溝内の模様

　　　　

ＬＺＺ勿朔ｓＰβｃｉｏｓ”粥 Ｔｈｕｎｂ，花粉の表面微細構造

２５． 網状構造

２６，２７．

　　　　

網の構造及び網目内部

２８，２９． 発芽溝

３０．

　　　　　　

極付近の発芽溝及び網状構造

（３ヱ）




